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2023年10月1日現在 

登録番号  第 23403 号   

 

 

 

特長： 

●水稲の主要病害虫であるいもち病、ウンカ類、ツマグロヨコバイ、 

斑点米カメムシ類の防除が可能です。 

●いもち病に対して直接抗菌力を示し、感染を阻害するだけでなく、病斑形成や伸長、病斑上の胞子形成を強く

阻害し、いもち病のまん延を防ぎます。１成分で予防と治療のＷの効果が期待できます。 

 

トライ、トレボンは三井化学クロップ＆ライフソリューション㈱の登録商標です。 

有効成分 
エトフェンプロックス・・・0.50％ 

テブフロキン・・・1.0％ 
包装 3kg×8 

性状 類白色粉末45μm以下 浮遊性指数20以下 有効年限 3年 

毒性 普通物※ 危険物 - 

※普通物：「毒物及び劇物取締法」（厚生労働省）に基づく、特定毒物、毒物、劇物の指定を受けない物質を示す。 

 

【適用病害虫及び使用方法】                                  2023年4月1日付内容 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

エトフェンプロックスを

含む農薬の総使用回数 

テブフロキンを含む

農薬の総使用回数 

稲 

いもち病 

ｳﾝｶ類 

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 

ｶﾒﾑｼ類 

3～4kg/10a 
収穫14日前

まで 
2回以内 散布 3回以内 2回以内 

だいず 

紫斑病 

ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

ｶﾒﾑｼ類 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

ﾀﾞｲｽﾞｻﾔﾀﾏﾊﾞｴ 

3～4kg/10a 
収穫14日前

まで 
2回以内 散布 2回以内 2回以内 

    

使用上の注意事項－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（1）本剤はできるだけ飛散を少なくするように製剤されており、一般の粉剤に比べ、見かけ比重がやや大きく流動性が良い

ので、散布の際は散粉機の開度を1目盛程度しぼって散布すること。 

（2）だいずに使用する場合、薬害を生じるおそれがあるので、新葉にかからないように注意して散布すること。 

（3）周辺の作物にかかると薬害を生じるおそれがあるので、かからないように十分注意して散布すること。 

（4）蚕に対して長期間毒性があるので、近くに桑園がある場合には絶対に桑葉にかからないようにすること。 

（5）散布器具、作業衣などは桑用と必ず区別すること。 

（6）ミツバチに対して影響があるので、以下のことに注意すること。 

1）ミツバチ等の巣箱及びその周辺に飛散するおそれがある場合には使用しないこと。 

2）関係機関（都道府県の農薬指導部局や地域の農業団体等）に対して、周辺で養蜂が行われているかを確認し、養蜂

が行われている場合は、関係機関へ農薬使用に係る情報を徹底し、ミツバチの危害防止に努めること。 

（7）本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法等を誤らないよう注意し、特に初めて使用する場合には病害虫

防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。 

 

トライ®トレボン®粉剤 DL 
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人畜に有毒な農薬については、その旨及び解毒方法－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（1）誤食などのないよう注意すること。 

（2）本剤は眼に対して弱い刺激性があるので眼に入らないよう注意すること。眼に入った場合には直ちに水洗すること。 

（3）散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用すること。作業後は直ちに手足、顔などを石け

んでよく洗い、うがいをするとともに衣服を交換すること。 

（4）作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯すること。 

（5）かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意すること。 

 

水産動植物に有毒な農薬については、その旨－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（1）水産動植物（魚類）に影響を及ぼすので、養魚田では使用しないこと。 

（2）水産動植物（甲殻類、冷水魚）に影響を及ぼすので、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意して使用すること。 

（3）散布後は水管理に注意すること。 

（4）散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に流さないこと。また、空容器、空袋等は水産動植物に影響を与えないよう適切

に処理すること。 

 

引火し、爆発し、又は皮膚を害する等の危険のある農薬については、その旨－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

通常の使用方法ではその該当がない。 

 

貯蔵上の注意事項－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

直射日光をさけ、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管すること。 

 


